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茶道具を擬人化？ 中国の茶書『茶具

図賛』 

 

動物、刀剣、軍艦、国・・・さまざまなモノを擬人化した

漫画、アニメ、ゲームなどが流行していますが、700 年前

の中国でも道具を擬人化して解説するユニークな書籍が刊

行されました。それは『茶具図賛』という茶書で、茶道具

を人に見立てて紹介しています。 

 

『茶具圖贊』は、『茶經』という別の茶書の上巻末尾に付

録として収録されています。『茶具圖贊』は、冒頭に「茶

具十二先生姓名字號（茶道具 12 氏の姓名・字・号名）」と

ある通り、「12 名の」茶道具を、茶葉の加工から飲むまで

の使用順に列挙し、それぞれに人のような姓名、官職名、

字（あざな＝中国で本名とは別につけた呼称）、号名をつ

けています。 

 

  

「 茶具十二先生姓名字號」  

https://opacs.pref.kyoto.lg.jp/opac/volume/641613
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310861&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310862&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310861&detaillnkIdx=1
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例えば「金法曹」の場合、官職は法曹（司法官）、名は研

古・轢古、字は元鍇・仲鏗、号は雍之旧民・和琴先生で、

「司法官の金氏」となります。「金法曹」は、団茶（茶の

葉を蒸し、ついて固めたもの）をすりつぶすのに使う薬研

（やげん）のような道具です。回転する金属の円盤と受け

皿の 2 つの部品があるため、これだけは名や字が 2 つずつ

あります。名づけには、道具の特徴にちなんだ漢字を当て

はめており、金法曹は金属の部品があるので姓は「金」

の、名前にはその働きから「研（みが）く」や「轢（ひ）

く」の字を用いています。 

 

続いて、それぞれの道具の外見を絵で示し、特徴を人の性

格に例えて紹介します。先ほどの金法曹は、「柔らかいも

のを食べず、固いものを吐かずに噛み砕く。回転する円盤

の動きは実にきっちりしている（中略）なんとも素晴らし

いことだ」と紹介されています。 

 

  

金法曹の図とその紹介 

https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310864&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310865&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310864&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/wp-content/uploads/1190348282_0001_0023re1.jpg
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そのほか、「堅固でまっすぐな心を持つ石転運」（漕運長官

の石氏＝茶葉を粉末にするための石臼）や「些末なことも

適当にはせず、穂を動かして茶の粉末を散らさないよう集

める宗従事」（地方官補佐の宗氏＝茶の粉末を集めるため

の刷毛）などの道具が紹介されており、700 年前の中国で

はどのようにお茶が飲まれていたのか窺い知ることができ

ます。 

 

  

石転運           宗従事 

 

（2019 年 3 月 1 日公開） 

https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310865&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310868&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310865&detaillnkIdx=1
https://www.archives.kyoto.jp/websearchpe/mediaDetail?cls=152_old_books_catalog&pkey=0000001660&lCls=150_media_old_books&lPkey=0000310868&detaillnkIdx=1

